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報 道 機 関  各位 

この度、富山大学では、「共助による地域除雪（共助除雪）」の普及・啓発に係るフ

ォーラムを開催致します。多くの富山県民の方々に「共助除雪」の存在を知っていた

だくとともに、その必要性を感じていただきたいと考えておりますので、フォーラム

開催に係る事前の取材・報道方宜しくお願い申し上げます。 

■日時・開催方法

日  時：令和 4年 11月 19日（土） 13時～16時

開催方法：Zoom開催 先着 100名 （どなたでも参加できます。）

※フォーラムの詳細は添付のチラシをご参照ください。

■開催の主旨

「平成 18 年豪雪」以降、国土交通省では、豪雪地帯の雪処理の担い手不足を解消す

るための共助除雪の体制づくりに対する支援が行われてきました。その結果、「共助除

雪」をきっかけとした地域活性化に取り組む地域が豪雪地帯の各地であらわれています。

一方、富山県をはじめとする北陸地方での支援の利用は僅かとなっています。その要因

の一つとして、公助による除排雪が機能していることが考えられますが、高齢化は着実

に進展しており、将来的には「共助除雪」の必要性は高まるものと考えられます。 

2020 年度、2021 年度の 2 カ年、富山県は数年に一度の大雪を経験し、県民が「共助

除雪」をジブンゴトとして考える丁度良いタイミングと言えます。また，2022 年 3月の

豪雪地帯対策特別措置法の一部改正では、「共助除雪」の体制づくりにも活用可能な交

付金が創設されました。具体的な活動を考える上で追い風と言えます。さらに、2022 年

5 月から 6 月に富山大学で開講した「共助除雪」をテーマとした公開講座においては、

参加者数は少数に止まりましたが、問題意識の高い市民の参加もみられました。継続的

に情報を発信することで県民の関心度を高めることが期待されます。 

以上より、豪雪地帯各地で既に取り組まれている共助除雪の様々な活動事例を紹介す

ることで、富山県をはじめとする豪雪地帯の共助除雪の体制づくりの普及・啓発を図る

ことを目的として、このフォーラムを開催します。 

富山大学主催「共助による地域除雪を考えるフォーラム（11・19）」 

の事前報道のお願い



2022年

11月19日(土) 13:00～16:00

※どなたでも参加できます。

昨年、一昨年の大雪。皆さんの周りでは雪の困りごとが生じましたか?
今後、過疎化・高齢化が進んだ場合、皆さんの周りの雪の困りごとに対してを皆さん
自身で対応できますか?
国土交通省は、豪雪地帯の雪処理の担い手不足を解消するための共助除雪体制
づくりを支援しています。 今日のフォーラムでは、豪雪地帯各地の先進的な共助除雪
体制づくりの取組をご紹介します。




